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１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
広
島
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
、
71
年
目
の
暑
い
夏
を

迎
え
た
。
核
兵
器
を
禁
止
す
る
法
的
処

置
を
求
め
る
「
人
道
性
の
誓
約
」
へ
の

賛
同
は
１
０
７
国
ま
で
広
が
っ
た
が
被

爆
国
で
あ
る
日
本
は
賛
同
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
核
兵
器
の
原
料
と
な
る
日

本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
大
量
保
有
は
、

周
辺
諸
国
に
核
武
装
の
脅
威
を
与
え
て

い
る
。日
本
は
「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
」

と
し
て
核
廃
絶
へ
の
道
の
り
を
示
す
べ

き
で
あ
り
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
い
う
核

兵
器
の
原
料
を
一
掃
す
る
こ
と
が
核
廃

絶
の
第
一
歩
と
な
る
。

本号の紙面

２ 特集・2016人事院勧告
の概要と解説

３ 第50回記念全道野球大会、
第20回青年部中央交

４ 第37回全道保育集会、
2016ナースアクショ
ン、職場だより、国会
だより、忙中余話

2016
人事院勧告

員
を
対
象
に
俸
給
表
の
改
定

を
行
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き

る
。

　

自
治
労
は
、
今
回
の
俸
給

表
改
定
に
つ
い
て
「
総
合
的

見
直
し
に
よ
る
現
給
保
障
期

間
で
あ
る
た
め
、
俸
給
表
を

プ
ラ
ス
改
定
し
て
も
原
資
を

十
分
に
活
用
で
き
ず
、
引
き

上
げ
効
果
が
表
れ
な
い
結
果

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る

俸
給
表
等
の
引
き
上
げ
で
解

消
す
べ
き
で
あ
る
」、
ま
た

配
偶
者
に
か
か
る
扶
養
手
当

の
見
直
し
に
つ
い
て
「
政
府

か
ら
の
要
請
で
、
配
偶
者
手

当
を
削
減
す
る
内
容
と
な
っ

６
，
５
０
０
円
か
ら
１
０
，

０
０
０
円
へ
引
き
上
げ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
３
年
連
続

の
月
例
給
・
一
時
金
の
引

き
上
げ
改
定
と
な
っ
た
こ

と
は
、
民
間
給
与
の
動
向
を

見
て
も
当
然
の
こ
と
と
い
え

る
。
ま
た
、
こ
の
間
厳
し
い

措
置
が
と
ら
れ
続
け
て
い
た

再
任
用
職
員
や
高
年
齢
層
職

当
を
引
き
上
げ
た
。
ま
た
、

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
民
間

支
給
実
績
４
・
32
月
を
踏
ま

え
、
０
・
１
月
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
配
偶
者

に
か
か
る
扶
養
手
当
に
つ
い

て
現
行
の
１
３
，
０
０
０
円

か
ら
６
，
５
０
０
円
に
減
額
。

そ
の
減
額
し
た
原
資
を
活
用

し
子
に
係
る
手
当
額
を
現
行

　

人
事
院
勧
告
は
、
民
間

給
与
の
較
差
が
７
０
８
円

（
０
・
17
％
）
で
あ
る
こ
と

を
受
け
、
俸
給
表
の
水
準
を

平
均
０
・
２
％
（
初
任
給
１
，

５
０
０
円
。
若
年
層
も
同
程

度
の
改
定
。
そ
れ
以
外
は
再

任
用
職
員
ま
で
４
０
０
円
）

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に

お
け
る
本
府
省
業
務
調
整
手

人
事
院
は
８
月
８
日
、
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
衆
・
参

両
院
議
長
に
対
し
、
３
年
連
続
の
月
例
給
・
一
時
金
の

引
き
上
げ
を
行
っ
た
。
し
か
し
人
事
院
は
政
府
の
要
請

を
受
け
、
女
性
活
躍
推
進
を
理
由
と
し
、
配
偶
者
の
扶

養
手
当
を
削
減
し
た
こ
と
は
、
民
間
の
支
給
実
態
を
的

確
に
反
映
し
た
勧
告
と
は
言
え
な
い
。
今
後
、
２
０
１

６
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
改
正
給
与
法
の
閣
議

決
定
を
経
て
、
秋
の
臨
時
国
会
で
審
議
さ
れ
る
が
、
参

議
院
選
挙
の
結
果
、
さ
ら
に
強
引
な
国
会
運
営
や
人
件

費
抑
制
圧
力
が
予
想
さ
れ
る
。

て
お
り
、
民
間
企
業
の
支
給

実
態
か
ら
も
乖
離
し
て
い

る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
当
面
の
対
応
と

し
て
人
事
委
員
会
対
策
を
強

化
し
、
公
民
較
差
プ
ラ
ス
分

は
、
給
料
表
引
き
上
げ
に
確

実
か
つ
広
範
に
配
分
す
る
こ

と
を
求
め
、「
賃
金
・
労
働
条

件
の
維
持
・
改
善
と
総
人
件

費
の
確
保
を
最
重
要
課
題
」

と
位
置
づ
け
、
交
渉
体
制
を

確
立
し
、
首
長
と
の
早
期
の

協
議
開
始
、
交
渉
・
合
意
に

よ
る
賃
金
確
定
を
は
か
る
」

と
し
「
各
自
治
体
に
お
け
る

労
使
交
渉
結
果
の
尊
重
」
と

と
も
に
、「
骨
太
方
針
２
０
１

６
」
に
基
づ
く
民
間
委
託
等

の
推
進
な
ど
に
よ
る
人
員
削

減
の
圧
力
に
抗
し
、
総
務

省
・
国
会
対
策
を
さ
ら
に
強

化
す
る
と
し
て
い
る
。

方
々
に
応
援
を
い
た
だ
き
、

裁
判
で
勝
訴
し
た
」
と
述
べ

「
日
本
の
言
論
の
自
由
度
が

ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
国
際
的
な
評

価
。
メ
デ
ィ
ア
の
委
縮
が
進

ん
で
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、「
慰
安
婦
問
題
の
本

質
は
『
名
誉
回
復
』
と
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う

『
記
憶
の
継
承
』
だ
が
、
慰

安
婦
問
題
を
書
く
記
者
を
バ

ッ
シ
ン
グ
し
て
メ
デ
ィ
ア
を

委
縮
さ
せ
る
と
い
う
構
図
が

あ
る
。
私
は
今
後
も
『
記
憶

の
継
承
』
に
力
を
入
れ
て
い

く
。
日
本
人
の
心
の
な
か
に

も
慰
安
婦
問
題
の
『
記
憶
を

継
承
』
し
て
い
か
な
け
れ
ば

歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
て
し
ま

う
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

８
月
15
日
、
自
治
労
会
館

で
「
不
戦
の
日
！
８
・
15
北

海
道
集
会
」
が
開
か
れ
、
３

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

「
慰
安
婦
バ
ッ
シ
ン
グ
と

闘
う
元
記
者
の
報
告
」
と
題

し
て
、
元
朝
日
新
聞
記
者
の

植
村
隆
さ
ん
が
講
演
し
た
。

　

植
村
さ
ん
は
、
記
者
時
代

に
慰
安
婦
問
題
の
記
事
を
書

き
、
脅
迫
状
が
送
ら
れ
て
き

た
こ
と
な
ど
の
体
験
に
ふ
れ

「
歴
史
の
事
実
を
書
き
換
え

よ
う
と
す
る
勢
力
か
ら
、『
記

事
は
ね
つ
造
だ
。
国
民
に
謝

罪
せ
よ
』
と
バ
ッ
シ
ン
グ
さ

れ
続
け
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

第９回憲法問題連続講座
自
衛
官
は
、
声
を
あ

げ
る
こ
と
も
で
き
な

い
と
訴
え
る
末
延
さ

ん
＝
７
月
30
日

　

７
月
30
日
、
ポ
ー
ル
ス
タ

ー
札
幌
で
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
主

催
の
「
第
９
回
憲
法
問
題
連

続
講
座
」
が
開
か
れ
た
。

　

元
陸
上
自
衛
官
の
末
延
隆

成
さ
ん
と
清
末
愛
砂
・
室
蘭

工
業
大
学
准
教
授
が
「
安
保

法
制
と
自
衛
隊
の
実
態
」
を

テ
ー
マ
に
対
談
し
た
。

　

末
延
さ
ん
は
、
集
団
的
自

衛
権
の
『
後
方
支
援
活
動
』

に
つ
い
て
「
任
務
は
物
資
や

弾
薬
な
ど
を
補
給
す
る
こ

と
。
補
給
部
隊
は
戦
場
で
は

格
好
の
標
的
と
な
る
。
車
両

整
備
な
ど
防
弾
対
策
も
さ
れ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。『
な

に
が
安
全
な
の
か
』
と
疑
問

を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
緊
急
事
態
条
項
に

つ
い
て
「
政
府
が
発
動
す
れ

ば
、
デ
モ
な
ど
を
鎮
圧
さ
せ

る
た
め
に
自
衛
隊
が
出
動
す

る
だ
ろ
う
。『
戦
争
を
す
る
国

づ
く
り
』
に
む
け
て
自
衛
隊

現
場
で
も
着
実
に
準
備
が
進

め
ら
れ
て
き
て
い
る
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

『
後
方
支
援
』は
格
好
の
標
的

公務労協地方公務員部会が高市総務大臣に対して「2016年地方公務員給与の改定等に係
わる申し入れ」を実施（写真中央 川本・自治労本部中央執行委員長）＝８月10日

戦後71年を迎え開かれた北海道集会。約300
人の市民らが集まった

歴
史
を
繰
り
返
さ
せ
な
い

「
配
偶
者
の
扶
養
手
当
」
見
直
し
強
行

「
月
例
給
・
一
時
金
」３
年
連
続
引
き
上
げ
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23日㈫　�第５回自治労道本部拡大闘争委員会

（札幌市・自治労会館）

25日㈭　�第89回自治労定期大会（長崎大会）

　　　　（～ 26日・長崎県長崎市）

29日㈪　�夕張市の財政再建を考えるシンポジ

ウム（札幌市・自治労会館）

８月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

2016人事院勧告・報告のポイント
＝月例給・一時金ともに引き上げ＝
①�　官民較差（708円）を埋めるため、俸給表の水準を引き上
げ。（配分は俸給448円、本府省業務調整手当206円、はね返
り分54円）

②　一時金を引き上げ（0.1月）、勤勉手当に配分。

＝給与制度の改正＝
①�　給与制度の総合的見直しにおける本府省業務調整手当の
引き上げ。

②�　配偶者に係る扶養手当を他の扶養親族と同額の6,500円
に引き下げ。子に係る扶養手当を10,000円に引き上げる。

③　専門スタッフ職俸給表に４級を新設。

自らの体験を交えなが
ら講演した植村さん

自治労北海道本部

大会２日目（９月30日）
昼食時～じちろうネット説明会〔同会場〕

第58回 定期大会

ホテルポールスター札幌
札幌市中央区北４条西６丁目

９ 29月 日㈭ 30日㈮

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　佐々木直人

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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本府省業務調査手当の引き上げ原資（イメージ）

扶養手当の見直しに係る経過措置

一時金の配分

官民較差・配分のイメージ

2016人事院勧告の概要と解説特集
１

今
年
度
の
官
民
比
較

３

人
事
院
報
告
・
勧
告
の
課
題

２

扶
養
手
当
の
見
直
し

３
年
連
続
の
引
き
上
げ
勧
告

員
同
様
に
２
０
１
６
年
４
月

１
日
遡
及
改
定
に
む
け
取
り

組
み
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

④�

民
間
実
態
に
基
づ
か
な

い
扶
養
手
当
の
見
直
し

　

配
偶
者
に
係
る
手
当
の
見

直
し
予
定
の
あ
る
事
業
所
が

９
・
１
％
、
税
制
お
よ
び
社

会
保
障
の
見
直
し
の
動
向
、

他
の
民
間
企
業
の
見
直
し
動

向
に
よ
っ
て
見
直
し
を
検
討

す
る
事
業
所
が
13
・
３
％
あ

り
状
況
が
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
見
直
し
の
理
由
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
人
事
院
に

よ
る
調
査
で
も
配
偶
者
に
係

る
手
当
を
実
際
に
見
直
し
て

い
る
企
業
は
多
く
な
く
、
民

間
企
業
の
支
給
実
態
で
は
な

く
、
政
府
か
ら
の
要
請
に
人

事
院
が
応
え
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
国
家
公
務
員
法

第
28
条
で
は
職
員
の
給
与
、

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
つ
い

て
は
情
勢
適
応
の
原
則
（
民

間
準
拠
）
に
基
づ
き
決
定
さ

民
較
差
の
一
部
の
配
分
先
同

様
に
本
府
省
業
務
調
整
手
当

に
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
手
当
に
割
り
振

ら
れ
た
原
資
を
何
ら
か
の
形

で
措
置
さ
せ
な
け
れ
ば
、
本

府
省
業
務
調
整
手
当
が
措
置

さ
れ
た
う
え
で
の
国
公
と
民

間
の
比
較
に
よ
る
勧
告
と
な

る
た
め
、
そ
の
分
民
間
と
地

公
の
較
差
は
拡
が
る
こ
と
と

な
る
。

③�

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員

の
早
期
賃
金
改
定

　

こ
の
間
、
各
単
組
の
継
続

し
た
取
り
組
み
と
２
年
連
続

の
俸
給
表
の
引
き
上
げ
、
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
い
う

状
況
下
で
多
く
の
単
組
で
賃

金
改
善
を
は
じ
め
と
し
た
処

遇
改
善
を
勝
ち
取
っ
て
い

る
。
今
年
に
つ
い
て
も
同
じ

状
況
で
２
０
１
６
賃
金
確
定

闘
争
を
む
か
え
る
こ
と
に
な

る
。
確
実
な
賃
金
改
善
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に
、
正
規
職

争
期
に
は
本
府
省
業
務
調
整

手
当
に
配
分
さ
れ
た
２
０
６

円
分
の
較
差
を
ど
の
よ
う
に

各
自
治
体
で
措
置
さ
せ
る
か

が
課
題
と
な
る
。

②�

人
事
院
報
告
・
勧
告
準
拠

で
減
少
す
る
給
与
原
資

　

官
民
較
差
の
解
消
が
で
き

な
い
こ
と
に
よ
る
給
与
原
資

の
減
少
だ
け
で
な
く
、
２
０

１
７
年
１
月
１
日
昇
給
に
よ

っ
て
生
じ
る
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
に
係
る
現
給
保

障
解
消
原
資
の
配
分
先
も
重

要
な
課
題
と
な
る
。

　

２
０
１
６
年
１
月
１
日
の

昇
給
に
よ
っ
て
生
じ
た
原
資

に
つ
い
て
は
２
０
１
６
年
４

月
１
日
の
地
域
手
当
・
単
身

赴
任
手
当
・
広
域
異
動
手
当

の
制
度
完
成
に
使
わ
れ
、
２

０
１
６
人
事
院
報
告
で
は
２

０
１
７
年
１
月
１
日
の
昇
給

に
よ
っ
て
生
じ
る
原
資
は
官

別
の
取
り
扱
い
を
し
な
い
方

式
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
他
の
扶
養
親
族
と

同
水
準
ま
で
減
額
。

　

子
に
係
る
経
費
の
実
情
と

国
全
体
と
し
て
少
子
化
対
策

が
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

配
慮
し
、
配
偶
者
に
係
る
扶

養
手
当
の
減
額
（
現
行
１

３
，
０
０
０
円
か
ら
６
，
５
０

０
円
に
減
額
）
に
よ
り
生
ず

る
原
資
を
活
用
し
子
に
係
る

扶
養
手
当
を
充
実
（
現
行

６
，
５
０
０
円
か
ら
１
０
，

０
０
０
円
に
引
き
上
げ
）
さ

せ
る
と
し
て
い
る
。

　

配
偶
者
に
係
る
手
当
を
め

ぐ
る
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま

え
、
配
偶
者
に
係
る
扶
養
手

当
を
見
直
し
た
。
ま
た
、
近

年
配
偶
者
に
係
る
手
当
の
見

直
し
を
行
っ
た
事
業
所
の
約

半
数
で
配
偶
者
に
つ
い
て
特

27
・
５
万
人
の
う
ち
新
規
採

用
者
を
除
く
約
25
万
人
を
対

象
に
行
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
月
例
給
で
７

０
８
円
、
一
時
金
（
ボ
ー
ナ

ス
）
で
０
・
12
月
分
民
間
が

国
家
公
務
員
を
上
回
っ
た
。

こ
の
官
民
較
差
を
踏
ま
え
、

２
０
１
６
人
事
院
報
告
・
勧

告
が
さ
れ
た
。（
人
事
院
報

告
・
勧
告
の
ポ
イ
ン
ト
は
１

面
）

率
87
・
７
％
と
、
例
年
並
み

の
民
間
給
与
の
把
握
が
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
調
査
対
象

企
業
規
模
も
昨
年
の
50
人
以

上
規
模
で
変
更
は
な
か
っ
た
。

　

一
方
で
国
家
公
務
員
給
与

調
査
は
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
法
律
（
給
与

法
）
の
適
用
を
う
け
る
約

　

人
事
院
は
毎
年
４
月
時
点

で
の
国
家
公
務
員
給
与
と
民

間
給
与
を
比
較
し
、
差
が
あ

る
場
合
は
解
消
す
る
こ
と
を

基
本
に
勧
告
作
業
を
行
う
。

　

今
年
の
職
種
別
民
間
給
与

実
態
調
査
は
約
１
１
，
７
０

０
事
業
所
の
約
49
万
人
の
個

人
別
給
与
を
調
査
し
、
完
了

①�

人
事
院
報
告
・
勧
告
準

拠
で
は
解
消
で
き
な
い

官
民
較
差

　

３
年
連
続
で
俸
給
表
と
一

時
金
が
増
額
改
定
と
な
っ
た

が
、
昨
年
勧
告
に
よ
る
俸
給

表
の
引
き
上
げ
同
様
に
、
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に

よ
る
現
給
保
障
措
置
期
間
中

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
俸
給
表

の
引
き
上
げ
で
解
消
し
な
い

官
民
較
差
の
課
題
が
人
事
委

員
会
を
持
た
な
い
単
組
に
突

き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

昨
年
は
俸
給
表
の
引
き
上

げ
で
解
消
で
き
な
い
較
差
を

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

に
よ
り
引
き
上
げ
が
決
定
さ

れ
て
い
た
地
域
手
当
の
引
き

上
げ
の
遡
及
改
定
に
配
分
さ

れ
、
今
年
は
地
方
公
務
員
に

は
支
給
で
き
な
い
本
府
省
業

務
調
整
手
当
に
あ
て
ら
れ

た
。
２
０
１
６
賃
金
確
定
闘

〈2016年の一時金（月数）〉
区分 ６月期 12月期 小計 合計

一般職員
期末手当 1.225

（支給済）
1.375

（改定なし） 2.6
4.3

勤勉手当 0.800
（支給済）

0.900
（現行0.800） 1.7

特定管理職員
期末手当 1.025

（支給済）
1.175

（改定なし） 2.2
4.3

勤勉手当 1.000
（支給済）

1.100
（現行1.000） 2.1

再任用職員
※一般職

期末手当 0.650
（支給済）

0.800
（改定なし） 1.45

2.25
勤勉手当 0.375

（支給済）
0.425

（現行0.375） 0.8

〈2017年の一時金（月数）〉
区分 ６月期 12月期 小計 合計

一般職員
期末手当 1.225 1.375 2.6

4.3
勤勉手当 0.85 0.85 1.7

特定管理職員
期末手当 1.025 1.175 2.2

4.3
勤勉手当 1.05 1.05 2.1

再任用職員
※一般職

期末手当 0.65 0.8 1.45
2.25

勤勉手当 0.4 0.4 0.8

年度
扶養親族 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

以降

配
偶
者

行政職（一）表７級以下 13,000円 10,000円 6,500円 6,500円 6,500円

行政職（一）表８級 13,000円 10,000円 6,500円 3,500円 3,500円

行政職（一）表９級以上 13,000円 10,000円 6,500円 3,500円 （支給しない）

子 6,500円 8,000円 10,000円 10,000円 10,000円

父
母
等

行政職（一）表７級以下 6,500円 6,500円 6,500円 6,500円 6,500円

行政職（一）表８級 6,500円 6,500円 6,500円 3,500円 3,500円

行政職（一）表９級以上 6,500円 6,500円 6,500円 3,500円 （支給しない）

配偶者がない場合の
扶養親族１人 11,000円 子10,000円

父母等9,000円 上記に記載の額

※特定期間にある子の加算（5,000円）は変更なし。網掛けの段階で本則。

れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、
社
会
一
般
の
情
勢
に
適

応
さ
せ
る
こ
と
が
人
事
院
の

役
割
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
許
し
た
こ
と
は
公

務
員
賃
金
決
定
の
根
本
を
大

き
く
揺
る
が
す
重
大
な
事
項

で
あ
り
、
今
後
も
政
府
の
介

入
に
よ
っ
て
い
か
よ
う
に
も

賃
金
・
労
働
条
件
が
変
更
さ

れ
か
ね
な
い
。

⑤�

勧
告
の
政
府
・
国
会
で

の
取
り
扱
い
の
課
題

　

今
後
、
２
０
１
６
人
事
院

勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
給
与

関
係
閣
僚
会
議
・
改
正
給
与

法
の
閣
議
決
定
を
経
て
、
秋

の
臨
時
国
会
で
審
議
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
参
議
院
選
挙

の
結
果
、
さ
ら
に
強
引
な
国

会
運
営
や
、
財
政
的
な
課
題

に
よ
る
公
務
員
人
件
費
抑
制

圧
力
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
昨
年
同
様
、
そ
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
不
透
明
な
状

況
と
な
る
。
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旭
川
市
・
ス
タ
ル
ヒ
ン
球

場
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
は
、

３
回
目
の
優
勝
を
狙
う
苫
小

牧
消
防
協
と
初
優
勝
を
め
ざ

す
赤
平
市
職
労
の
対
戦
と
な

っ
た
。

　

赤
平
は
３
回
、
２
番
・
鈴

木
選
手
、
３
番
・
佐
藤
選
手
、

４
番
・
三
浦
選
手
の
連
続
ヒ

ッ
ト
で
満
塁
。
５
番
・
渡
邉

選
手
の
２
点
タ
イ
ム
リ
ー
ツ

ー
ベ
ー
ス
で
先
制
。
さ
ら
に

内
野
ゴ
ロ
の
間
に
も
１
点
を

追
加
し
３
対
０
と
し
た
。

　

対
す
る
苫
小
牧
消
防
は
４

回
、
４
番
・
後
藤
、
５
番
・

古
俣
選
手
の
ヒ
ッ
ト
で
１

点
。
５
回
に
は
３
番
・
寒
河

江
選
手
の
２
点
タ
イ
ム
リ

ー
。
再
び
５
番
・
古
俣
選
手

の
左
中
間
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー

ス
リ
ー
ベ
ー
ス
な
ど
で
、
大

量
７
点
を
入
れ
て
逆
転
に
成

功
す
る
。

　

苫
小
牧
消
防
は
６
回
に
も

赤
平
の
守
備
の
乱
れ
で
１

点
、
９
回
に
も
５
点
を
加
え

て
勝
利
を
収
め
た
。

　

苫
小
牧
消
防
協
は
、
４
年

前
に
旭
川
市
で
開
か
れ
た
全

道
大
会
以
来
の
全
道
制
覇
を

果
た
し
た
。
赤
平
市
職
労
も

粘
り
の
野
球
で
奮
闘
し
た

が
、
あ
と
一
歩
及
ば
な
か
っ

た
。

　

「
で
き
す
ぎ
た
感
」も
あ
っ

　

自
分
が
こ
の
よ
う
な
賞
を

も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
い
な

　

苦
し
い
試
合
展
開
だ
っ
た

が
、
チ
ー
ム
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
り
、
逆
転
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
て
大
変
嬉
し

い
。

　

チ
ー
ム
の
雰
囲
気
も
良

く
、
一
つ
に
な
っ
て
た
た
か

う
こ
と
が
で
き
た
。
全
国
大

会
は
、
１
試
合
で
も
多
く
試

合
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
。

　

こ
こ
ま
で
投
げ
ら
れ
た
の

は
チ
ー
ム
み
ん
な
の
お
か

げ
。
来
年
は
さ
ら
に
進
化
し

て
全
道
優
勝
を
め
ざ
し
た

い
。
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た

だ
き
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

チ
ー
ム
が
勝
て
た
こ
と
が

一
番
嬉
し
い
。
チ
ー
ム
の
打

撃
の
調
子
が
良
か
っ
た
の

で
、
こ
の
調
子
を
維
持
し
て

全
国
で
も
優
勝
め
ざ
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

■
勝
利
監
督
賞

■
最
優
秀
選
手
賞

■
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞

■
殊
勲
賞

■
敢
闘
賞

■
打
撃
賞

苫小牧消防協

苫小牧消防協

苫小牧消防協

苫小牧消防協

赤平市職労

赤平市職労

松本　康太さん

中村　忠大さん

寒河江宏樹さん

後藤　優也さん

三浦　大樹さん

萩原　敦さん

個
人
賞

決
勝
戦
試
合
結
果

し
か
も
、
休
職
期
間
が
あ
っ

た
た
め
、
３
号
昇
給
が
２
号

昇
給
と
な
り
、『
オ
カ
シ
イ
』

と
感
じ
た
の
で
組
合
に
相
談

し
た
ら
改
善
さ
れ
た
」、「
保

育
職
場
で
は
サ
ー
ビ
ス
超
勤

が
当
た
り
前
で
家
に
持
ち
帰

っ
て
仕
事
を
し
な
い
と
間
に

合
わ
な
い
状
況
も
あ
り
、
心

身
と
も
に
厳
し
い
状
況
。
で

も
仕
事
だ
か
ら
仕
方
な
い
と

思
っ
て
い
た
が
話
し
て
み

て
、『
オ
カ
シ
イ
』
と
気
づ
い

た
」
と
い
っ
た
実
態
が
出
さ

れ
、
組
合
の
必
要
性
や
、
自

分
達
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
問
題
意
識
を
感
じ
た
仲
間

も
多
く
い
た
。

　

本
集
会
で
の
気
づ
き
か
ら

改
善
に
む
け
て
、
単
組
・
総

支
部
で
実
践
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
決
意
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
集
会
と
な
っ
た
。

で
起
き
て
い
る
合
理
化
攻
撃

に
対
抗
す
る
た
め
、「
職
種
別

分
散
会
」
で
の
実
態
討
論
か

ら
『
オ
カ
シ
イ
』に
気
づ
き
、

改
善
に
む
け
た
力
に
変
え
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
開
催

し
た
。

　

職
種
別
分
散
会
で
は
「
清

掃
職
場
の
新
採
用
職
員
が
収

集
作
業
中
に
転
倒
し
、
ケ
ガ

の
た
め
２
カ
月
休
職
し
た
が

労
災
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

会
」
を
開
き
、
１
，
９
５
１

人
（
北
海
道
29
単
組
・
総
支

部
41
人
）
が
参
加
し
た
。

　

集
会
は
、
私
た
ち
の
職
場

　

本
部
青
年
部
・
女
性
部
は

７
月
29
～
31
日
、
山
梨
県
・

山
中
湖
村
で
「
第
20
回
自
治

労
青
年
女
性
中
央
大
交
流
集

北海道から41人が参加し、全国の仲間と討論した

第20回自治労青年女性中央大交流集会

気
づ
き
を
力
に
変
え
る

石狩市職労と苫小牧消防協
全国大会出場！

第50回記念
全道野球大会

苫
小
牧
消
防
協
が

３
度
目
の
全
道
制
覇

準
優
勝
は
赤
平
市
職
労

た
が
、
選
手
た
ち
が
良
く
頑

張
っ
て
く
れ
た
。
全
国
大
会

は
４
年
ぶ
り
３
回
目
の
出
場

だ
。
過
去
に
ベ
ス
ト
４
ま
で

進
出
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ

以
上
を
め
ざ
し
、
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

か
っ
た
の
で
非
常
に
嬉
し

い
。
打
撃
の
調
子
が
よ
く
チ

ャ
ン
ス
で
打
て
て
良
か
っ

た
。
来
年
に
む
け
て
も
っ
と

練
習
し
た
い
。

３回目の優勝を勝ち取った苫小牧消防協＝８月８日、旭川市

　

８
月
６
～
８
日
、
旭
川
市
・
ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
、「
第
50
回
記
念
全

道
自
治
体
職
員
等
野
球
選
手
権
全
道
優
勝
大
会
」
が
開
か
れ
、
地
方
本
部
予
選
大
会
で

勝
ち
抜
い
た
28
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。
激
戦
を
制
し
た
の
は
苫
小
牧
消
防
協
。
３
回
目

の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
。
初
の
決
勝
進
出
と
な
っ
た
赤
平
市
職
労
は
苫
小
牧
消
防
協
を

追
い
詰
め
た
が
、
あ
と
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。
９
月
に
大
阪
府
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

に
は
、
苫
小
牧
消
防
協
と
昨
年
全
道
優
勝
し
た
石
狩
市
職
労
が
出
場
す
る
。
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世
は
リ
オ
五

輪
。
紀
元
前
の

古
代
オ
リ
ン
ピ

ア
は
地
域
紛
争

が
絶
え
ず
、「
聖

な
る
休
戦
」
が

発
祥
と
の
説
だ

▼
近
代
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
同
様
の
精
神
の
よ

う
だ
が
、
近
ご
ろ
は
勝
利
至

上
主
義
と
商
業
主
義
に
染
め

ら
れ
、「
金
メ
ダ
ル
」
が
「
か

ね
め
だ
る
」
に
見
え
る
の
は

偏
見
し
す
ぎ
か
。
純
粋
に
勝

利
の
た
め
ベ
ス
ト
を
尽
く
す

選
手
た
ち
を
賞
賛
し
た
い
▼

「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
の
雄
」
と
称

さ
れ
た
大
国
ブ
ラ
ジ
ル
も
貧

富
の
格
差
が
生
じ
五
輪
経
費

も
大
幅
削
減
。
貧
困
と
差
別

は
憎
悪
の
温
床
と
な
り
テ
ロ

や
日
本
で
の
凄
惨
な
事
件
も

無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
▼
７

月
末
に
青
年
女
性
中
央
大
交

流
集
会
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出

席
し
た
。
歴
代
の
青
年
部
長

が
招
へ
い
さ
れ
、
40
年
の
節

目
を
振
り
返
っ
た
。
結
集
人

数
の
減
少
や
大
規
模
集
会
の

割
に
組
織
強
化
の
評
価
が
低

い
ら
し
く
、「
見
直
し
査
定
」

の
対
象
と
の
こ
と
▼
組
合
員

の
減
少
、
組
織
活
動
も
ま
ま

な
ら
な
い
職
場
の
現
実
に
耐

え
か
ね
て
「
内
向
き
」
に
な

っ
て
ど
う
す
る
？
「
学
習
と

交
流
」
が
大
事
だ
と
学
ん
で

き
た
は
ず
。
青
年
の
主
体
性

を
尊
重
し
な
い
組
織
に
未
来

は
あ
る
の
か
？
（
吉
田
雅
人
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

講師を務めていただいた、えさき参議秘書の、福岡県本部特別執行委員・
高田邦治さん

【
釧
根
地
方
本
部
発
】

　

釧
根
地
本
は
、
組
織
強
化

を
含
め
た
政
治
闘
争
の
強
化

を
目
的
に
、
え
さ
き
参
議
秘

書
の
髙
田
邦
治
さ
ん
（
自
治

労
福
岡
県
本
部
特
別
執
行
委

員
）
を
講
師
に
、
１
・
４
月

に
２
回
の
学
習
会
を
開
い
た
。

　

１
回
目
は
「
な
ぜ
、
自
治

労
は
政
治
闘
争
を
取
り
組
む

の
か
？
」
と
題
し
て
、
暮
ら

し
と
権
利
を
守
る
・
自
治

研
、
自
主
福
祉
活
動
・
政
治

闘
争
の
自
治
労
運
動
根
幹
に

つ
い
て
学
び
、
２
回
目
は
、

「
公
務
員
ゆ
え
の
選
挙
活

動
」
と
題
し
て
学
習
し
た
。

　

高
田
さ
ん
は
「
公
務
員
の

選
挙
活
動
は
ま
っ
た
く
で
き

な
い
訳
で
は
な
く
、
で
き
る

こ
と
が
多
い
」
と
し
て
、
公

職
選
挙
法
・
地
方
公
務
員
法

の
制
限
や
具
体
的
事
例
を
説

明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
政
治
活

動
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
た
」「
単
組
で
も
学
習
し

た
い
」
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

今
回
の
闘
争
や
各
種
取
り
組

み
の
総
括
を
し
っ
か
り
行

い
、
次
の
た
た
か
い
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。（
釧
根
地
方

本
部
書
記
長
・
鈴
木
）

参
院
選
の
総
括
し
っ
か
り
と

札幌市職連
二木優香里さん

全国から1,300人が参加し、教育・保育を高める取り組みについて意見交換した

65人が参加し、『地域密着』について学習を深めた＝８月６日

第
37
回
全
国
保
育
集
会

子
ど
も
の
利
益
を
保
障

「
地
域
密
着
」で
と
も
に
成
長

北海道医療2016ナースアクション

ズ
が
北
海
道
に
誕
生
し
、
地

域
住
民
と
の
交
流
を
は
か
る

た
め
、
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
農
園

や
地
元
商
店
街
と
の
取
り
組

み
を
進
め
、『
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

は
北
海
道
の
も
の
』
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
努
力
し
『
真
の

道
民
球
団
』
を
め
ざ
し
て
き

た
」
と
話
さ
れ
た
。

　

集
会
を
つ
う
じ
て
、
地
域

医
療
に
重
要
な
要
素
で
あ
る

『
地
域
密
着
』
に
つ
い
て
学

習
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

の
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て

話
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
異
業
種
の
視
点
か

ら
「
地
域
に
密
着
し
、
地
域

と
と
も
に
成
長
す
る
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
Ⅱ
と
し
て
、
荒

井
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
事
業
総
括
本
部
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
長
か
ら

「
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

か
ら
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
へ
」
と
題
し
講
演

が
あ
っ
た
。

　

講
演
で
は
、「
フ
ァ
イ
タ
ー

　

８
月
６
日
、
札
幌
市
内
で

「
社
会
保
障
制
度
改
革
の
動

向
と
地
域
密
着
型
医
療
・
介

護
へ
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー

マ
に
「
北
海
道
医
療
２
０
１

６
ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が

開
か
れ
、
65
人
が
参
加
し
た
。

　

講
演
Ⅰ
で
は
、
駒
井
・
自

治
労
本
部
社
会
保
障
局
長
か

ら
「
社
会
保
障
制
度
の
動
向

と
医
療
・
介
護
の
連
携
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
地
域
医

療
構
想
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
千
葉
県
柏
市
の
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
医
療
と
介
護

子
ど
も
の
支
援
と
し
て
、「
感

覚
統
合
」の
考
え
方
を
学
び
、

子
ど
も
の
敏
感
な
部
分
、
鈍

感
な
部
分
に
対
し
て
の
対
応

や
楽
し
く
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス

感
覚
を
鍛
え
る
遊
び
な
ど
を

学
ん
だ
。

　

今
後
、
日
々
の
保
育
に
活

か
し
た
い
。

　

保
育
士
３
年
目
で
、
初
め

て
参
加
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
気
に
な
る

◆
参
加
者
の
声

障
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
す
る
な

ど
、
学
習
と
交
流
を
深
め
た
。

い
て
組
織
内
『
え
さ
き
た
か

し
』
の
再
選
を
果
た
し
た
も

の
の
厳
し
い
結
果
と
な
っ

た
。
政
治
闘
争
の
必
要
性
を

日
常
か
ら
学
習
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
絵
本
作

家
の
田
島
征
三
さ
ん
か
ら
、

「
絵
本
と
木
の
実
美
術
館
・

空
間
絵
本
の
世
界
へ
」
と
題

し
て
、
自
身
が
作
り
上
げ
た

「
木
の
実
美
術
館
」
と
自
身

の
絵
本
を
紹
介
し
な
が
ら
、

子
ど
も
で
も
大
人
で
も
読
め

る
絵
本
の
必
要
性
に
つ
い
て

語
ら
れ
た
。

　

分
散
会
な
ど
で
は
、
待
機

児
童
対
策
や
人
材
不
足
な
ど

の
問
題
、
教
育
・
保
育
の
質

を
高
め
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
、
す
べ
て
の

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
が
保

か
ら
８
単
組
・
22
人
）
が
参

加
し
た
。

　

荒
金
・
自
治
労
本
部
副
委

員
長
は
、「
参
議
院
選
挙
に
お

　

７
月
29
～
31
日
、
新
潟
市

内
で
「
第
37
回
全
国
保
育
集

会
」
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら

約
１
，
３
０
０
人
（
北
海
道
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８
月
１
日
、
１
９
１
臨
時

国
会
が
召
集
さ
れ
た
が
、
会

期
は
た
っ
た
の
３
日
間
。
経

済
、
年
金
、
近
隣
情
勢
、
積

み
残
し
の
法
案
な
ど
、
議
論

す
る
こ
と
は
山
積
だ
。
だ
が

安
倍
政
権
は
、
国
会
で
何
の

議
論
も
せ
ず
に
閉
会
し
た
。

先
の
通
常
国
会
か
ら
秋
の
臨

時
国
会
ま
で
、
４
カ
月
近
く

国
会
が
機
能
し
な
い
ま
ま
、

時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。

　

安
倍
総
理
は
、
不
都
合
な

問
題
を
先
送
り
し
、
自
分
の

都
合
の
良
い
こ
と
だ
け
を
つ

ま
み
食
い
し
て
い
る
。
選
挙

で
も
、
本
当
の
こ
と
を
国
民

に
伝
え
ず
、
選
挙
が
終
わ
れ

ば
、
特
定
秘
密
保
護
法
や
安

保
法
制
な
ど
、
好
き
勝
手
や

り
た
い
放
題
だ
。

　

不
誠
実
な
対
応
に
強
い
憤

り
を
感
ず
る
。

（
８
月
９
日
、
東
京
に
て
）

不誠実な対応に憤り

㊹
おーさかさんの
� 国会だより

連
日
、
精
力
的
に
活
動
を
続
け

る
逢
坂
衆
議


